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昌
、天
野
鎮
雄
を
中
心
に
、中

村
嘉
奈
子
、藤
岡
広
子
ら
が

大
奮
闘
し
た
爆
笑
喜
劇
、待

望
の
再
演
で
あ
る
。

　

時
は
日
本
初
の
大
阪
万
博

が
開
催
さ
れ
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
が
起
こ
っ
た
１
９
７
０
年

代
初
頭
、名
古
屋
の
下
町
。独

り
暮
ら
し
の
老
婆
が
殺
害
さ

れ
、町
内
は
大
騒
ぎ
。駄
菓
子

屋
に
集
う
好
奇
心
旺
盛
な
６

人
の
婆
さ
ん
た
ち
は
、独
断

と
偏
見
に
あ
ふ
れ
る
妄
想
、

空
想
を
巡
ら
せ
、犯
人
探
し

に
取
り
掛
か
る
。

れ
る「
や
っ
と
か
め
探
偵
団
」

（
作
・
清
水
義
範
、演
出
・
岡

田
一
彦
）で
あ
る
。

　

家
庭
や
社
会
か
ら
疎
外
さ

れ
た
婆
さ
ん
た
ち
が
、町
内

で
起
こ
っ
た
怪
事
件
に
（
周

囲
の
迷
惑
顧
み
ず
）敢
然
と

立
ち
向
か
う
。劇
座
の
山
田

　

あ
の
山
田
昌
が
主
演
し
た

名
古
屋
の
名
物
喜
劇
が
20
年

ぶ
り
に
上
演
さ
れ
る
。劇
座

の
創
立
40
周
年
と
、堀
優
子

の
第
５
回
名
古
屋
女
性
演
劇

賞
受
賞
を
記
念
し
、３
月
６

～
８
日
（
全
４
回
）愛
知
県

芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
で
行
わ

岡
田
安
由
、り
ん
太
郎
姉
弟
が
第
１
位

ロ
シ
ア
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
若
手
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　

荒
木
美
英
子

ル
」で
、名
古
屋
在
住
の
岡
田

安
由
（
中
２
）、岡
田
り
ん
太

郎
（
小
６
）姉
弟
が
同
点
１

位
に
選
出
さ
れ
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
８
～
20

歳
の
若
手
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏

者
を
対
象
に
開
催
。今
回
は
動

画
審
査
を
通
過
し
た
22
人
に

よ
っ
て
本
選
が
行
わ
れ
た
。安

由
は
ヘ
ン
デ
ル
「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
ソ
ナ
タ
第
４
番
」、ク
ー

セ
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
「
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
協
奏
曲
」を
、り
ん
太
郎

は
ヴ
ァ
ン
ハ
ル
と
ピ
ヒ
ル
の

「
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
協
奏
曲
」を

演
奏
し
た
。「
日
本
人
の
第
１

位
獲
得
は
初
で
、岡
田
姉
弟
が

海
外
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

演
し
た
の
も
初
。

　

姉
弟
は
、セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団
の
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
奏
者
・
高
柳
安
佐
子
の
長

女
と
長
男
。４
歳
か
ら
高
柳

の
指
導
を
受
け
、姉
弟
と
も

に
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
、Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
ほ
か
多
数
の
コ
ン

ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
第

９
回
セ
ル
ゲ
イ
・
ク
ー
セ

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
記
念
・
若
手
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
国
際
コ
ン
ク
ー

　

お
め
で
と
う
！
安
由
（
あ

ゆ
）さ
ん
、り
ん
太
郎
く
ん
。

　

25
年
12
月
12
～
14
日
、ロ

シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

劇座創立40周年を記念し上演

「
昌
先
生
に
は
敵
わ
な
い
。

そ
れ
で
も
観
客
の
皆
さ
ん

に
、昔
の
方
が
良
か
っ
た
、と

言
わ
れ
た
く
な
い
。腹
を
く

く
っ
て
体
当
た
り
で
す
」と

闘
志
を
込
め
た
。

　

上
演
は
３
月
６
日
（
午
後

６
時
30
分
）、７
日
（
午
前
11

時
と
午
後
３
時
）、８
日
（
午

後
１
時
）。日
時
指
定
、自
由

席
。一
般
４
０
０
０
円
、高

校
生
以
下
２
０
０
０
円
。

https://gekiza.website/

　

以
前
の
婆
さ
ん
た
ち
に
比

べ
、今
回
の
婆
さ
ん
た
ち
は

見
た
目
も
実
年
齢
も
ぐ
っ

と
若
返
る
。演
出
の
岡
田
は

「
見
た
目
よ
り
も
、原
作
の
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
。そ
し

て
社
会
情
勢
、悩
め
る
老
人

た
ち
の
現
状
を
描
き
出
し
た

い
」と
策
を
め
ぐ
ら
せ
る
。も

ち
ろ
ん
下
町
名
古
屋
弁
で
の

上
演
で
あ
る
。

　

山
田
昌
に
代
わ
り
主
役
の

松
川
婆
さ
ん
を
演
じ
る
堀
は

　

今
回
の
「
や
っ
と
か
め
」

で
婆
さ
ん
た
ち
を
演
じ
る
の

は
堀
優
子
、山
下
ゆ
り
、西
脇

瑞
紀
、天
野
ひ
さ
英
、寺
田
美

香
、柴
田
和
子
の
６
人
。ほ
か

に
演
出
を
兼
ね
る
岡
田
一

彦
、末
吉
康
治
、か
と
う
雅

敏
、小
川
達
也
、松
本
広
子
、

と
お
や
ま
優
子
、景
山
紀
子

ら
。い
ず
れ
も
過
去
７
回
上

演
さ
れ
た
「
や
っ
と
か
め
」

に
、脇
役
と
し
て
出
演
し
て

き
た
面
々
で
あ
る
。

「
歌
う
こ
と
で
世
界
が
広
が
っ
た
」

エルムに初登場した荒木美英子

う
だ
。「
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た

が
、充
実
感
は
凄
か
っ
た
。観

客
も
、教
室
の
仲
間
、歌
の
先

生
も
、色
々
な
人
と
関
わ
れ

る
こ
と
が
う
れ
し
い
。歌
う

こ
と
で
自
分
の
世
界
が
広

が
っ
た
と
感
じ
ま
す
」。エ
ル

ム
に
つ
い
て
は
「
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
メ
ッ
カ
な
の
で
緊
張
は

と
描
い
て
き
た
日
本
画
を
や

め
て
か
ら
。「
ア
ト
リ
エ
に
こ

も
り
、自
分
に
向
き
合
っ
て

孤
独
に
描
く
こ
と
に
限
界
を

感
じ
、描
け
な
く
な
り
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

　

し
ば
ら
く
は
何
も
で
き
な

か
っ
た
が
、外
に
出
て
体
を

動
か
し
た
り
す
る
中
で
、公

民
館
の
歌
謡
曲
の
ク
ラ
ブ
に

入
っ
た
。「
他
の
人
達
と
一
緒

に
歌
う
の
が
楽
し
く
て
、絵

の
代
わ
り
に
集
中
で
き
る
も

の
を
見
つ
け
ら
れ
た
。歌
も

自
分
を
表
現
で
き
る
し
、そ

の
人
が
現
れ
る
」と
話
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
こ
と

は
、考
え
も
し
な
か
っ
た
そ

す
る
け
れ
ど
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
で
歌
い
や
す
い
」と
話
す
。

　
「
最
近
、自
分
の
内
面
の
充

実
が
、や
っ
と
歌
に
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ

ま
す
。上
手
い
歌
で
は
な
く
、

良
い
歌
に
こ
だ
わ
っ
て
歌
い

続
け
た
い
」と
笑
う
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

ま
せ
ん
で
し
た
」。り
ん
太
郎

も
「
緊
張
し
て
い
た
の
で
、

最
初
の
音
を
出
す
ま
で
は
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。１
位
と

分
か
り
、び
っ
く
り
し
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

　

姉
弟
が
幼
少
か
ら
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
に
取
り
組
ん
だ
の
は

母（
高
柳
）の
影
響
だ
が
、「
他

の
楽
器
に
は
な
い
重
低
音

に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
」と

き
っ
ぱ
り
。目
指
す
は
も
ち

ろ
ん
プ
ロ
の
演
奏
家
。安
由

は「
芸
術
系
の
高
校
に
入
り
、

い
ず
れ
ロ
シ
ア
に
留
学
し
た

い
」。り
ん
太
郎
は
「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
一
員
で
は
な
く
、

主
役
に
な
り
た
い
」と
頼
も

し
い
。

ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
を
果
た

し
て
い
る
。ま
た
昨
年
４
月

に
は
熱
田
文
化
小
劇
場
で
開

催
さ
れ
た
「
あ
つ
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
２
０
２
５
」

に
出
演
。本
格
的
な
演
奏
を

披
露
し
聴
衆
を
驚
か
せ
た

（
本
紙
既
報
）。

　

稽
古
場
（
茶
屋
ヶ
坂
ホ
ー

ル
）を
訪
ね
、コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
聞
い
た
。

　

安
由
は
「
楽
器
は
レ
ン
タ

ル
だ
っ
た
し
、直
前
に
演
奏

の
順
番
が
変
わ
っ
た
り
し
て

緊
張
し
ま
し
た
。で
も
演
奏

を
始
め
た
ら
落
ち
着
き
ま
し

た
。結
果
発
表
は
ロ
シ
ア
語

だ
っ
た
の
で
、私
た
ち
が
１

位
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き

　

加
藤
修
滋
、岡
山
加
代
子

に
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
学
び
、初

喜びの岡田安由、りん太郎姉弟

主
演
は
女
性
演
劇
賞
受
賞
の
堀
優
子

３
月
６
〜
８
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル

（
前
列
左
か
ら
）天
野
ひ
さ
英
、堀
優
子
、山
下
ゆ
り

（
後
列
左
か
ら
）寺
田
美
香
、西
脇
瑞
紀
、柴
田
和
子

高
柳
安
佐
子

故
・
山
田
昌
さ
ん

め
て
エ
ル
ム
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
た
荒
木
美
英
子
。

　

小
学
校
時
代
は
ピ
ア
ノ
を

習
い
、童
謡
や
賛
美
歌
を
弾

き
語
り
し
て
楽
し
ん
で
い

た
。本
格
的
に
歌
に
取
り
組

ん
だ
の
は
約
10
年
前
、ず
っ



　

Ａ
Ｃ
Ｏ
愛
知
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
２
０
２
６
年
度
の

公
演
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
発
表

し
た
。ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
る

の
は
７
月
31
日
、愛
知
県
芸

術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
す
る
「
第
１
０
０
回

定
期
演
奏
会
」だ
。

　

同
演
奏
会
は
音
楽
監
督
・

山
下
一
史
の
指
揮
で
、座
付

き
作
曲
家
・
権
代
敦
彦
の

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、合
唱
、オ

ル
ガ
ン
の
た
め
の
委
嘱
作

品
」を
初
演
す
る
。

　

遡
っ
て
７
月
２
日
の
「
第

99
回
定
期
演
奏
会
」に
は

〝
組
長
〟石
田
泰
尚
が
来
演
。

原
田
慶
太
楼
の
指
揮
で
グ

ラ
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
「
ア
メ
リ
カ
の
四
季
」

を
披
露
す
る
。

　

年
度
末
と
な
る
27
年
３

月
17
日
の
「
第
１
０
６
回
定

期
演
奏
会
」は
山
下
が
ベ
ー

ト
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
（
合
唱

付
き
）」を
振
る
。独
唱
は
森

谷
真
理
、池
田
香
織
、笛
田
博

昭
、平
野
和
の
豪
華
版
。

再
生
さ
せ
る
―
。コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
神
髄
と

も
い
え
る
二
つ
の
作
品
に
出

合
っ
た
。愛
知
県
芸
術
文
化

協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）が
主
催

し
た
「
創
世
界
で
あ
そ
ぶ
」

（
25
年
12
月
23
～
28
日
・
名

古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
）

で
あ
る
。

　

壁
面
に
は
絵
画
、床
に
は
木

彫
数
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
室
。一
つ
目

の
秀
作
は
ダ
ン
サ
ー
佐
藤
小

夜
子
の
ソ
ロ
（
27
日
）。

　

佐
藤
は
会
場
に
居
合
わ
せ

た
木
彫
の
作
家（
石
川
裕
）に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
解
説
を

求
め
、そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
ダ

ン
ス
を
創
り
上
げ
た
。素
材
と

な
っ
た
樹
木
の
歴
史
や
作
家

の
思
い
が
、心
象
的
な
ダ
ン
ス

と
し
て
立
ち
上
が
り
、美
術
作

品
と
同
調
し
た
。

　

二
つ
目
は
ダ
ン
サ
ー
石
原

弘
恵
と
朗
読
・
い
の
こ
福
代

の
共
演
（
28
日
）。こ
れ
に
は

胡
弓
（
演
奏
・
石
田
音
人
）

の
生
演
奏
が
付
い
た
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
両

者
の
間
隔
が
縮
ま
り
交
差
す

る
。い
の
こ
は
大
き
な
動
作

を
付
け
、言
葉
を
石
原
に
突

き
つ
け
る
。そ
れ
に
石
原
が

俊
敏
に
反
応
す
る
。両
者
は

対
峙
し
な
が
ら
解
け
合
い
、

こ
の
日
、こ
の
時
だ
け
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
紡
ぎ
上

げ
た
の
で
あ
る
。

た
今
回
は
来
場
者
全
員
に

鈴
を
配
布
し
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
〝
共
演
〟
す
る
な

ど
、
遊
び
心
満
載
の
演
出

が
施
さ
れ
、
例
年
に
も
増

し
て
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
お
な
じ

み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
花
の

ワ
ル
ツ
」、３
種
の「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
」
ほ
か
、
親
し
ま
れ

て
い
る
名
曲
の
数
々
。
印
象

に
残
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ク

「
天
使
の
糧
」
を
歌
っ
た
吉

田
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
美
声
。

パ
ワ
フ
ル
に
張
り
上
げ
る
歌

唱
で
は
な
く
、
穏
や
か
に
響

く
ハ
イ
ト
ー
ン
は
絶
品
。
ま

た
繊
細
な
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
も
魅
了
さ
れ
た
。

（
ウ
エ
ノ
）

１
０
０
年
前
の
音
楽
文
化
を
再
生
し

「
６
人
組
」

7月に第100回定期演奏会
9月には愛知４大オケ共演も
愛知室内オーケストラ
26年度公演ラインナップ

　

そ
の
時
、自
身
が
感
じ
た

も
の
を
ダ
ン
ス
芸
術
と
し
て

日
必
着
。当
選
者
に
は
指
定

席
券
を
送
る
。

　
【
第
７
期
生
募
集
】

　

18
～
30
歳
を
対
象
に
、セ

ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
を
養

う
た
め
一
年
間
、演
出
家
、作

曲
家
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど

専
門
家
の
講
習
を
受
け
る
。

人
ま
で
）の
氏
名
を
明
記
、

〒
４
６
０—

０
０
０
６
、中

区
葵
３
丁
目
21—

19
、メ
ニ

コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ア
シ
ス
ト
、

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
係
へ
。Ｆ

Ａ
Ｘ
は
０
５
２
・
９
３
８
・

５
５
５
８
。チ
ラ
シ
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
可
。３
月
９

楽
）、
毛
利
美
奈
子
（
同
）、

佐
藤
有
沙
（
チ
ェ
ロ
）、
箱
﨑

由
衣
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
山

内
敦
子
（
ピ
ア
ノ
）
と
演
出

を
兼
ね
る
倉
知
。
彼
女
ら
は

人
の
音
楽
家
に

よ
る
「
６
人
組
」

（
25
年
12
月
26
日
・

千
種
文
化
小
劇

場
）を
観
賞
し
た
。

お
よ
そ
１
０
０
年

前
、
フ
ラ
ン
ス
の

若
手
作
曲
家
６
人

が
新
た
な
音
楽
性

を
求
め
て
結
成
し

た
「
フ
ラ
ン
ス
６

人
組
」
に
ち
な
ん

で
の
公
演
で
あ

る
。

　

メ
ン
バ
ー
は

相
可
佐
代
子
（
声

3月12～15日、ひまわりホールで

「木村繁まつり」開催

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
参
加
。

山
下
の
指
揮
で
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
交
響
曲
（
番
数
は

未
定
）を
演
奏
す
る
。

チ
ェ
ロ
米
本
希
が
マ
ル
テ
ィ

ヌ
ー
「
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
主

題
に
よ
る
変
奏
曲
」ほ
か
、フ

ル
ー
ト
鈴
木
ぴ
あ
乃
が
ラ
イ

ネ
ッ
ケ「
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
・

ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
」、ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
長
尾
春
奈
が
ブ
ラ
ー

ム
ス
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重

奏
曲
」ほ
か
。

　

29
日
（
午
後
３
時
）は
、フ

ル
ー
ト
福
田
彩
花
が
シ
ャ

ミ
ナ
ー
ド
「
コ
ン
チ
ェ
ル

テ
ィ
ー
ノ
」ほ
か
、ピ
ア
ノ
天

野
穂
乃
香
が
リ
ス
ト
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
12
番
」ほ

か
を
。

　

ま
た
28
日
は
１
期
生
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
水
越
菜
生
、

29
日
は
同
じ
く
フ
ル
ー
ト
山

本
葵
が
特
別
演
奏
す
る
。

　
【
招
待
】

　

各
日
２
０
０
人
を
招
待

す
る
。は
が
き
に
①
希
望
公

演
日
②
代
表
者
の
氏
名
・
電

話
・
住
所
③
来
場
者
（
計
２

ノ
協
奏
曲
第
５
番
～
皇
帝
」

ほ
か
を
演
奏
す
る
。　

　

９
月
５
日
に
は
「
第
２
回

愛
知
４
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・

ア
レ
ン
ジ
し
た「
愛
の
讃
歌
」

ほ
か
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
黒
田

逸
加
が
ニ
ー
ノ
・
ロ
ー
タ「
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
協
奏
曲
」ほ
か
、

ソ
プ
ラ
ノ
河
手
瑞
月
が
プ
ッ

チ
ー
ニ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

の
ア
リ
ア
ほ
か
、ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
小
山
け
い
と
が
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
「
ロ
マ
ン
ス
・
ヘ

短
調
」ほ
か
。

　

28
日
（
午
後
３
時
）は
、

　

定
期
演
奏
会
以
外
で
は
５

月
13
日
の
「
特
別
演
奏
会
」。

横
山
幸
雄
の
ピ
ア
ノ
と
指
揮

で
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の
「
ピ
ア

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
若
手
演
奏

家
を
総
合
的
に
育
成
す
る

「
ス
タ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ア
」の
第
６
期
生

10
人
が
、一
年
間
の
受
講
成

果
を
発
表
す
る
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
３
月
27
、28
、29
日

に
メ
ニ
コ
ン
シ
ア
タ
ー
Ａ
Ｏ

Ｉ
で
開
か
れ
る
。

　

27
日
（
午
後
６
時
30
分
）

は
、ピ
ア
ノ
角
尾
栞
が
自
ら

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
。

　

そ
の
国
土
の
形
か
ら
長
靴

に
例
え
ら
れ
る
。日
本
と
同

様
、南
北
に
細
長
く
、北
と
南

で
は
気
候
も
生
活
も
か
な
り

異
な
る
。だ
が
、ど
こ
へ
行
っ

て
も
パ
ス
タ
な
ど
料
理
と
ワ

イ
ン
は
安
価
で
う
ま
か
っ

た
。

　

戦
後
は
映
画
の
名
作
と
と

も
に
、そ
の
主
題
曲
が
一
世
を

風
靡
し
た
。ニ
ー
ノ
・
ロ
ー
タ

は「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」「
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
―
」が
有
名
だ

が
、私
は
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」も
好
き
だ
。エ
ン
ニ

オ
・
モ
リ
コ
ー
ネ
は
「
荒
野

の
用
心
棒
」で
有
名
に
な
っ
た

が
「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ

ダ
イ
ス
」「
海
の
上
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
」が
代
表
作
だ
。

　
（
文
と
写
真
・
植
田
三
郎
）

　

そ
の
後
バ
ッ
ハ
の
登
場
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
主
流
は

ド
イ
ツ
に
移
り
、音
楽
の
都

ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
に
華
や
か

な
時
代
を
迎
え
る
。し
か
し

ロ
ッ
シ
ー
ニ
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
ら
が
オ
ペ
ラ
で

代
、最
初
の
オ
ペ
ラ
作
曲
家

と
言
わ
れ
る
モ
ン
テ
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
。ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
司

祭
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
「
四

季
」が
有
名
だ
が
、ほ
か
に

も
多
く
の
弦
楽
合
奏
曲
を

残
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア

　

イ
タ
リ
ア
に
は
何
度
か
旅

行
し
た
。有
名
観
光
地
も
一

度
は
い
い
が
、北
部
の
ド
ロ

ミ
テ
地
方
や
、シ
チ
リ
ア
島
、

カ
プ
リ
島
が
私
は
好
き
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
の
音
楽
と
い

う
と
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
や
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
、ナ
ポ
リ

民
謡
を
連
想
す
る
人
が
多
い

と
思
う
。

　

音
楽
用
語
は
イ
タ
リ
ア

語
で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は

イ
タ
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
た

と
言
え
る
。
バ
ロ
ッ
ク
時

パ
ス
タ
に
ワ
イ
ン
そ
し
て
音
楽

数
々
の
名
作
映
画
誕
生
の
拠
点

　

一
昨
年
11
月
に
亡
く
な
っ

た
演
出
家
・
木
村
繁
さ
ん
を

偲
び
、３
月
12
～
15
日
、ひ
ま

わ
り
ホ
ー
ル
で
「
木
村
繁
ま

つ
り
」が
催
さ
れ
る
。演
目
は

次
の
通
り
。

　

３
月
12
日
（
午
後
７
時
）

「
と
て
と
て
ぱ
っ
ぱ
ら
ぱ
」出

演
・
岡
田
一
彦
。「
花
ま
つ
り

の
て
ん
ぐ
」出
演
・
長
縄
都

至
子
ほ
か
。３
０
０
０
（
当

日
３
５
０
０
）円
。

　

13
日
（
午
後
７
時
）「
空

sora

音oto

」出
演
・
伊
藤
文

乃
ほ
か
。３
０
０
０
（
当
日

３
５
０
０
）円

　

14
日
（
午
後
３
時
）「
小

町
曼
荼
羅
」出
演
・
常
磐
津

綱
鵬
。
３
５
０
０
（
当
日

４
０
０
０
）円
。

　

15
日
（
午
後
２
時
）「
甚
目

寺
説
教
源
氏
節
」出
演
・
安

島
緑
、梅
木
き
み
子
ほ
か
。前

売
、当
日
１
５
０
０
円

　

い
ず
れ
も
木
村
さ
ん
が

作
、演
出
な
ど
を
手
掛
け
た

作
品
。詳
細
は
「
木
村
繁
ま

つ
り
」特
設
サ
イ
ト
。

　

ダ
ン
サ
ー
倉
知
可
英
と
５

倉知可英と佐藤有沙（チェロ）

れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

こ
う
し
た
試
行
錯
誤
が
、
新

た
な
芸
術
文
化
の
創
成
に
つ

な
が
る
の
で
あ
る
。

　

前
半
で
は
オ
ネ
ゲ
ル
の

「
火
刑
台
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
」、
後
半
で
は
サ
テ
ィ

の「
グ
ノ
シ
ェ
ン
ヌ
第
１
番
」

が
際
立
っ
た
。
た
だ
、
も
う

一
人
ダ
ン
サ
ー
（
あ
る
い
は

役
者
）
が
い
れ
ば
、
音
楽
家

の
負
担
も
軽
減
し
、
さ
ら
に

濃
密
な
舞
台
が
実
現
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１
０
０
年
前
の
フ
ラ
ン
ス
音

楽
を
解
体
し
、
独
自
の
解
釈

で
再
生
。
現
代
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
観
客

に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

音
楽
家
た
ち
は
演
奏
だ
け

で
は
な
く
、
語
っ
た
り
踊
っ

た
り
の
大
奮
闘
。
最
初
、
観

客
は
戸
惑
っ
た
が
、
徐
々
に

創
意
を
理
解
し
「
１
０
０
年

前
の
音
楽
文
化
を
再
生
す

る
」ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
。

斬
新
な
試
み
が
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
観
客
に
受
け
入
れ
ら

コ
ン
テ
の
神
髄
を
発
揮
し
た
２
作
品

「
創
世
界
で
あ
そ
ぶ
」

（
25
年
12
月
24
日
・
市
民
会

館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
）。

今
年
は
男
性
オ
ペ
ラ
歌
手
ト

リ
オ
「
そ
れ
い
け
！
ク
ラ

シ
ッ
ク
」（
大
川
博
、
又
吉

遊
び
心
満
載
、観
客
と
の〝
共
演
〟も

名
フ
ィ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

名
フ
ィ
ル
の「
ク
リ
ス
マ
ス
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

秀
樹
、吉
田
連
）

を
迎
え
、
彼
ら

の
歌
と
コ
ミ
カ

ル
な
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
で
進
行
。
指

揮
は
辻
博
之
が

務
め
た
。

　

色
と
り
ど
り

の（
女
性
陣
の
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

幻
想
的
で
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
照

明
は
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト

な
ら
で
は
。
ま

「それいけ！クラシック」を迎えて

（撮影・中川幸作）

「人類館」

即
興
で
踊
る
佐
藤
小
夜
子
（
撮
影
・
服
部
義
安
）

西川千雅家元から着付けを学ぶ６期生

スタクラ６期生ガラコンサート
３月27〜29日 シアターＡoi

各日200人を招待！

受
講
は
無
料
。来
年
３
月
末

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。

　

応
募
は
４
月
15
日
ま
で
。

審
査
の
う
え
10
人
を
決
め

る
。ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、７
期

生
の
応
募
問
い
合
わ
せ
は
同

協
会
℡
０
５
２
（
９
３
８
）

５
５
５
７
。

ヴェネチア（2006年）



中
川　

幸
作

仲
条　

優
理

夏
目　

久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川　

長
秀

野
々
山
保
治

野
村　

祐
子

花
咲　

市
岡

花
柳　

磐
優

林　
　

雅
仁

福
井　

啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本　

道
子

見
波　

紀
子

宮
西　

圭
子

山
口　

雅
子

吉
田　

尚
弘

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部　

千
枝

ほ
か

神
谷
久
実
子

北
村　

哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤　

典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野　

和
美

澤
脇　

達
晴

白
樺　

八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江　

瑠
美

鈴
木　

幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木　

文
雄

須
山　

仁
美

角
田
真
優
美

高
倉　

麻
耶

武
市　

孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田　

弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き

手
塚　

淑
子

戸
田
美
江
子
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山　

皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川　

洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田　

光
代

伊
藤　
　

修

伊
藤　
　

敬

伊
藤　

直
樹

稲
垣　

舞
比

衣
斐　
　

愛

今
村　

早
伽

内
田　

寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田　

寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺　

資
二

岡
田　

一
男

岡
崎　

保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

金
澤　

志
保

蟹
江　

尾
八

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集
今年も楽しみ、多彩なクラシック

　

２
０
２
５
年
は
ラ
ヴ
ェ
ル

の
生
誕
１
５
０
年
、
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
没
後
50
年

で
、
両
者
の
作
品
が
多
く
演

奏
さ
れ
た
。

　

ラ
ヴ
ェ
ル
は
何
人
も
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
好
演
し
た
。

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、

名
フ
ィ
ル
が
交
響
曲
ほ
か

を
、
愛
知
ロ
シ
ア
音
楽
研
究

会
が
多
彩
な
作
品
を
特
集
し

た
。

　

８
月
に
「
愛
知
４
大

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
初
め

て
開
か
れ
、愛
知
室
内
、

中
部
フ
ィ
ル
、
セ
ン
ト

ラ
ル
愛
知
、
名
フ
ィ
ル

が
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交

響
曲
４
曲
を
競
演
。
満

員
の
愛
知
県
芸
術
劇
場

を
沸
か
せ
た
。
今
年
は

９
月
５
日
に
同
じ
ホ
ー

ル
で
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
４
曲
を
聴
か
せ

る
。

　

さ
て
26
年
は
、
ス
ペ

イ
ン
の
フ
ァ
リ
ャ
が
生
誕

１
５
０
年
。
バ
レ
エ
曲
「
恋

は
魔
術
師
」や
ピ
ア
ノ
曲「
火

祭
り
の
踊
り
」な
ど
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ス
タ
ー
が

生
誕
２
０
０
年
。「
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
の
我
が
家
」「
ス
ワ
ニ
ー

河
」
な
ど
民
謡
風
の
歌
曲
を

多
く
作
っ
た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー

は
没
後
２
０
０
年
に
な
る
。

名
古
屋
・
伏
見
の
、
し
ら
か

わ
ホ
ー
ル
が
４
月
に
再
開
さ

れ
る
。
室
内
楽
な
ど
が
楽
し

め
そ
う
だ
。　
　
　
　（

上
原
宏
）

　

楽
し
い
ダ
ン
ス
に
引
き
込

ま
れ
、客
席
で
足
を
踏
み
鳴

ら
し
て
い
る
自
分
に
気
付
い

た
。小
田
真
砂
世
が
主
宰
す

る
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
の
35
周
年
公

演
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」（
25

年
12
月
６
、７
日
・
東
文
化

小
劇
場
）で
あ
る
。

　

バ
レ
エ
団
や
ス
ト
リ
ー
ト

系
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
計

５
団
体
、総
勢
52
人
が
出
演
。

１
部
で
は
ダ
ン
ス
の
発
祥
か

ら
近
年
ま
で
の
歴
史
と
風
俗

を
振
り
返
り
、２
部
で
は
13
編

の
シ
ョ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
て
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
の
公
演
は
初

回
か
ら
見
て
き
た
が
、今
回

ほ
ど
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
は
な

か
っ
た
。ま
た
５
団
体
を
ま
と

め
上
げ
た
小
田
の
構
成
力
、演

出
力
に
も
恐
れ
入
っ
た
。

　

振
り
返
れ
ば
試
行
錯
誤
の

35
年
、代
替
わ
り
す
る
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
、公
演
は
そ

の
都
度
趣
を
変
え
た
。「
ス
タ

ジ
オ
Ｍ
は
、い
っ
た
い
ど
こ

へ
行
く
の
だ
ろ
う
…
」と
懸

念
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　

何
よ
り
の
収
穫
は
長
女
・

安
藤
芽
久
結
の
成
長
で
あ

る
。さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス
環
境

ス
タ
ジ
オ
Ｍ

を
体
験
し
、堂
々
た
る
リ
ー

ダ
ー
に
成
長
し
た
。感
心
す
る

の
は
、娘
と
の
共
演
に
一
歩
も

引
か
ぬ
小
田
の
ス
タ
イ
ル
と

ダ
ン
ス
力
で
あ
る
。

　

観
客
は
、若
い
ダ
ン
サ
ー

た
ち
が
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、

競
い
合
う
姿
に
引
き
込
ま

れ
、大
き
な
拍
手
を
送
っ
た

の
で
あ
る
。

劇
団
演
集

　

井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲
は
面

白
い
が
、演
じ
る
の
は
難
し

い
。中
で
も
難
し
い
と
さ
れ

る
の
が
、劇
団
演
集
（
代
表
・

土
屋
た
か
し
）が
公
演
し
た

「
紙
屋
町
さ
く
ら
ホ
テ
ル
」

（
25
年
12
月
13
、14
日
・
愛
知

県
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
）で

あ
る
。

　

第
二
次
大
戦
末
期
、広
島

市
の
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ

立
60
周
年
を
迎
え
、御
園
座

で
盛
大
に
記
念
公
演
を
行
っ

た
正
絃
社
。そ
の
勢
い
を
継

続
し
て
の
熱
演
だ
っ
た
。

　

幕
開
け
は
長
唄
「
老
松
」

を
、初
代
家
元
・
野
村
正
峰

が
編
曲
し
た
総
勢
20
人
の

合
奏
。感
心
し
た
の
は
第
一

箏
（
５
人
）、第
２
箏
（
同
）、

十
七
絃（
４
人
）、三
味
線（
５

人
）そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
が
一

つ
に
聴
こ
え
た
こ
と
。完
璧

な
調
弦
と
、繰
り
返
す
稽
古

の
賜
物
で
あ
る
。

　
「
飛
騨
の
里
～
飛
騨
の
民

話
か
ら
」は
人
間
国
宝
・
野

村
峰
山
の
作
曲
。峰
山
と
息

子
・
云
（
う
ん
）山
の
尺
八
共

演
に
、野
村
祐
子
家
元
の
箏

が
加
わ
る
15
人
の
合
奏
は
圧

巻
。峰
山
の
音
色
か
ら
は
乾

い
た
山
野
の
風
を
感
じ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に
は
祐

子
が
新
た
に
作
曲
し
た
「
飛

翔
」が
初
披
露
さ
れ
た
。昨

年
、正
絃
社
を
立
ち
上
げ
た

祐
子
の
母
を
題
材
に
し
た
同

タ
イ
ト
ル
の
演
劇
が
公
演
さ

れ
た
が
、そ
れ
に
触
発
さ
れ

て
書
き
下
ろ
し
た
曲
で
あ

る
。第
一
箏
、第
２
箏
、十
七

絃
そ
れ
ぞ
れ
に
聴
か
せ
ど
こ

ろ
が
あ
る
の
も
、門
下
生
の

成
長
を
願
う
祐
子
家
元
の
心

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

わ
っ
た
紙
屋
町
「
さ
く
ら
ホ

テ
ル
」で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

悲
喜
こ
も
ご
も
。３
時
間
近

い
長
尺
で
、当
然
せ
り
ふ
も

多
い
。さ
ら
に
難
儀
な
の
は
、

出
演
者
全
員
が
劇
中
劇
を
演

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。

　

９
人
の
登
場
人
物
は
、い

ず
れ
も
〝
訳
あ
り
〟で
、身
分

を
偽
っ
て
い
る
者
も
い
る
。

た
ま
た
ま
ホ
テ
ル
に
居
合
わ

せ
た
そ
の
面
々
が
、移
動
演

60
周
年
公
演
の
勢
い
継
続
す
る
熱
演

箏
曲
正
絃
社

が
主
催
す
る
正
絃
社
の
「
新

春
コ
ン
サ
ー
ト
～
飛
翔
の
音

色
、伝
統
は
未
来
へ
」（
１
月

10
日
）に
出
掛
け
た
。昨
年
創

　

今
年
も
熱
田
文
化
小
劇
場

胸詰まる井上ひさしの戦中劇

「紙屋町さくらホテル」

５団体まとめた小田の構成力に拍手！

スタジオＭ「Seven Devils」

フ
ァ
ン
定
着
、小
空
間
の
邦
楽
名
人
芸

芸
能
集
団
創
の
会

年
好
評
を
博
し
、
２
度
目
の

開
催
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
注
目
は
三
味
線
・

杵
屋
三
太
郎
、
長
唄
・
杵
屋

六
春
に
よ
る
「
岸
の
柳
」
の

演
奏
と
、
箏
曲
正
絃
社
の
野

村
祐
子
家
元
が
編
曲
、
五
條

園
美
が
振
り
付
け
た
地
唄

「
兎
と
亀
」。

　
「
岸
の
柳
」
は
、
江
戸
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
栄

え
た
花
街
の
、
風
情
と
人
情

を
つ
づ
っ
た
名
曲
。
一
挺
一

枚
（
三
味
線
方
一
人
、
唄
方

一
人
）
の
形
態
で
演
奏
さ
れ

る
の
は
本
邦
初
！
と
か
。

　
「
兎
と
亀
」
は
、「
も
し
も

し
カ
メ
よ
カ
メ
さ
ん
よ
」
で

始
ま
る
お
な
じ
み
の
童
謡
を
、

野
村
が
舞
踊
曲
と
し
て
ア
レ

ン
ジ
し
、
自
ら
地
方
を
務
め

た
。
13
日
は
五
條
美
佳
園
と

園
八
王
、
14
日
は
内
田
る
り

千
鶴
と
西
川
文
紀
が
兎
と
亀

に
ふ
ん
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
踊

り
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

名
古
屋
地
区
の
日
本
舞
踊

家
、
邦
楽
奏
者
ら
で
構
成
す

る
「
創
の
会
」（
代
表
・
五

條
園
美
）
が
「
お
江
戸
の
賑

わ
い
小
品
集
」（
25
年
12
月

13
、
14
日
・
名
古
屋
能
楽
堂

稽
古
室
）
を
開
い
た
。

　

50
席
ほ
ど
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
空
間
で
、一
流
の
舞
踊
家
、

演
奏
家
の
共
演
を
間
近
に
観

賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨

で
も
印
象
深
い
の
は
光
本
基

江
の
ぶ
っ
飛
び
ぶ
り
、「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
」の
せ
り
ふ
だ
け
で

観
客
を
手
に
取
っ
た
船
橋
健

一
。と
も
に
わ
ざ
と
ら
し
さ

が
全
く
な
い
の
が
凄
い
！

　

と
こ
ろ
で
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｓ
に
は
も
う
一
人
、集
客
に
貢

献
し
て
い
る
才
人
が
い
る
。チ

ラ
シ
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る

大
矢
恵
理
子
で
あ
る
。大
胆
で

コ
ミ
カ
ル
な
彼
女
の
イ
ラ
ス

ト
を
見
る
と
「
面
白
い
芝
居

に
違
い
な
い
」と
思
え
て
し
ま

う
。次
回
公
演
は
12
月
。決
し

て
若
く
な
い
面
々
の
健
康
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

合
い
昇
華
さ
せ
た
名
舞
台

だ
っ
た
。

　

第
２
部
は
オ
ペ
ラ
「
魔
弾

の
射
手
」ハ
イ
ラ
イ
ト
版
。暗

く
複
雑
な
同
作
が
新
春
公
演

に
相
応
し
い
か
否
か
は
意
見

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
れ
は
そ
れ
。主
人
公
の
恋

人
、ア
ガ
ー
テ
を
演
じ
た
青

山
奈
未
の
ソ
プ
ラ
ノ
が
際

立
っ
た
。特
に
高
音
を
ピ
ア

ノ
で
響
か
せ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

は
抜
群
！

　

残
念
だ
っ
た
の
は
出
演
予

定
だ
っ
た
水
谷
和
樹
さ
ん

（
昨
年
12
月
に
逝
去
）の
重
厚

な
バ
ス
を
聴
く
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
。改
め
て
ご

冥
福
を
祈
り
た
い
。

ら
し
い
歌
唱
。

　

大
き
な
ホ
ー
ル
を
ビ
リ
ビ

リ
と
震
わ
せ
、ス
テ
ー
ジ
か

ら
客
席
に
降
り
注
ぐ
圧
巻
の

迫
力
。他
の
ソ
リ
ス
ト
と
は

段
違
い
の
歌
唱
力
に
、聴
衆

か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
沸
い
た
。ピ
ア
ニ
ス
ト
石

山
英
明
の
演
奏
も
秀
逸
だ
っ

た
。歌
い
手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

実
力
者
同
士
が
互
い
に
高
め

　

名
古
屋
二
期
会
が「
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
」（
１
月
13
日
・
愛
知
県
芸

術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
）を
開
い
た
。第
１
部
は
16

人
に
よ
る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

で
、最
も
印
象
深
か
っ
た
の

は
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」を

歌
っ
た
森
本
ふ
み
子
の
素
晴

森
本・石
山
、実
力
者
同
士
の
名
共
演

名
古
屋
二
期
会

圧
巻
の
歌
唱
で
魅
了
し
た
森
本
ふ
み
子

「
明
日
葉
の
庭
」（
撮
影
・
服
部
義
安
）

住
す
る
６
人
の
熟

年
女
性
と
大
家
、

そ
し
て
島
の
人
々

と
の
か
か
わ
り
合

い
が
、コ
ミ
カ
ル

に
テ
ン
ポ
良
く
繰

り
広
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

い
つ
も
な
が
ら

感
心
す
る
の
は
麻

創
の
名
演
出
。極

め
て
個
性
的
な
登

場
人
物
た
ち
の
立

ち
居
振
る
舞
い
、

せ
り
ふ
の
間
。出

で
の
悲
喜
こ
も
ご
も
。大
事
件

が
起
こ
る
わ
け
で
も
な
く
、居

演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、生
き
生

き
と
役
を
生
き
て
い
る
。中

笑って泣かせる人情喜劇の決定版

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

　

好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な

れ
―
。劇
団
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

の
第
11
回
公
演
「
明
日
葉
の

庭
」（
１
月
９
～
11
日
・
昭
和

文
化
小
劇
場
）を
見
て
、そ
ん

な
諺
（
こ
と
わ
ざ
）を
思
い

出
し
た
。出
演
し
た
15
人
の

上
手
い
こ
と
上
手
い
こ
と
。

長
い
長
い
キ
ャ
リ
ア
の
積
み

重
ね
。（
お
世
辞
は
抜
き
で
）

誰
が
主
役
を
務
め
て
も
い
い

レ
ベ
ル
な
の
で
あ
る
。

　

堤
泰
之
の
脚
本
、麻
創
け

い
子
の
演
出
。伊
豆
諸
島
の

小
島
に
建
つ
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

劇
隊
の
稽
古
場
に
紛
れ
込

む
。軍
事
国
家
へ
の
批
判
、演

劇
へ
の
情
熱
、言
葉
へ
の
こ

だ
わ
り
、笑
い
と
音
楽
を
ま

じ
え
た
井
上
な
ら
で
は
の
傑

作
で
あ
る
。

　

終
演
後
、あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
。物
語
は
１
９
４
５

年
５
月
の
出
来
事
。つ
ま
り

３
カ
月
後
、広
島
に
は
原
爆

が
投
下
さ
れ
、登
場
人
物
た

ち
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ

る
。そ
れ
を
思
う
と
胸
が
詰

ま
る
。25
年
は「
戦
後
80
年
」。

果
た
し
て
26
年
も
〝
戦
後
〟

は
続
く
の
だ
ろ
う
か
―
。



ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
３
番
」。

　

ピ
ア
ノ
桑
野
、チ
ェ
ロ
高
木

俊
彰
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
鈴
木

理
桜
、徳
田
真
侑
、ビ
ル
マ
ン

良
弓
光
（
ま
ゆ
み
）、ヴ
ィ
オ

ラ
石
川
園
恵
（
昼
の
部
）。

　

全
員
が
実
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
演
奏
を
聴
か
せ

た
が
、今
回
特
に
存
在
感
を

軌
跡
を
辿
っ
て
」が
、25
年
12

月
22
日
・
ア
ー
ク
栄
サ
ロ
ン

ホ
ー
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

初
回
は
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
第
５
番
・
春
」「
弦
楽

三
重
奏
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー

デ
」「
弦
楽
四
重
奏
曲
第
９
番
・

　

室
内
楽
集
団
レ
ー
ベ
イ
ン

ム
ジ
ー
ク
（
桑
野
郁
子
代

表
）の
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
室

内
楽
全
曲
演
奏
会
「
革
新
の

大
曲
を
飽
き
さ
せ
ず
、美
し
く
演
奏

レ
ー
ベ
イ
ン
ム
ジ
ー
ク

メ
ー
ジ
を
返
上
、明
る
く
自
在

な
雰
囲
気
で
新
鮮
だ
っ
た
。

　

何
年
か
前
に
聴
い
た
時

は
、き
れ
い
な
音
と
い
う
印

見
せ
た
の
が
鈴
木
理
桜
。ソ

ナ
タ
と
弦
楽
四
重
奏
で
第
１

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
務
め
た
。

基
礎
が
し
っ
か
り
し
安
定
感

が
あ
る
。

　

全
28
回
で
、１
０
０
を
超

す
作
品
に
挑
戦
。年
に
７
～

８
回
の
超
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
こ

な
す
壮
大
な
企
画
だ
。

ピ
ア
ノ 

包
原
麻
依
子

鈴
木
理
桜
、存
在
感
と
安
定
感
発
揮
し

新
鮮
さ
に
豊
か
さ
華
や
か
さ
を
加
え

ピ
ア
ノ 

匂
坂
美
佳

　

注
目
し
て
い
る
若
手
、匂

坂
（
さ
ぎ
さ
か
）美
佳
の
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
（
25
年
12

月
25
日
・
電
気
文
化
会
館
）。

そ
の
魅
力
が
垣
間
見
え
た
。

　

幕
開
け
の
バ
ッ
ハ
「
ト
ッ

カ
ー
タ
・
ホ
短
調
」は
軽
快

に
、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
４
つ

の
即
興
曲
・
作
品
90
」の
第

２
番
、３
番
は
持
ち
前
の
澄

ん
だ
音
で
聴
か
せ
た
。

　

バ
ッ
ハ
＝
ブ
ゾ
ー
ニ「
シ
ャ

コ
ン
ヌ
」は
、重
厚
な
作
品
イ

象
だ
っ
た
が
、よ
り
華
や
か

で
豊
か
な
音
色
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
メ
ー
ン
の
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
「
展
覧
会
の
絵
」で

発
揮
さ
れ
た
。プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

と
10
曲
で
な
る
組
曲
。「
卵
の

　

ピ
ア
ノ
包
原（
か
ね
は
ら
）

麻
依
子
の
「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

幻
想
へ
の
旅
路
」（
25
年
12
月

18
日
・
電
気
文
化
会
館
）は
、

美
し
い
音
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

全
曲
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
は
珍
し

い
。静
か
で
演
奏
効
果
が
少

な
い
と
、敬
遠
す
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
も
い
る
。包
原
は
学
生

時
代
か
ら
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に

傾
倒
し
、研
究
家
の
域
に
ま

で
達
し
た
。

　

31
歳
で
他
界
し
た
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
晩
年
の
幻
想
的
な
作

品
で
ま
と
め
た
。ま
ず　
「
４

つ
の
即
興
曲
、」作
品
90
と

１
４
２
の
「
第
３
番
」。き
れ

い
な
響
き
の
曲
調
で
、そ
の
旅

路
に
導
か
れ
た
。恩
師
・
青
柳

晋
を
招
い
て
の
「
幻
想
曲
作

品
１
０
３
」連
弾
は
、明
る
く

躍
動
的
で
、全
体
の
ア
ク
セ
ン

ト
的
効
果
も
あ
っ
た
。

　

メ
ー
ン
の
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
18
番
・
幻
想
」は
、大
曲

を
少
し
も
飽
き
さ
せ
ず
、見

事
に
弾
き
切
っ
た
実
に
美
し

い
演
奏
だ
っ
た
。

殻
を
つ
け
た
雛
の
踊
り
」な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
絵
の
情
景
を
、明

確
な
音
で
描
き
出
し
た
。

　

心
地
よ
く
聴
け
た
が
、時

に
は
陰
影
が
あ
る
と
い
い
。

音
に
厚
み
が
増
す
と
思
う
。

㊤匂坂美佳　㊦包原麻依子


